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＜患者様連絡事項＞

・北野　はるゑ様～本日4/11昼食前にて、葛根湯（漢方製剤）飲み切り止めとなっています。また、本人より咳が続いているとの訴えある為、PL（総合感冒薬）3Ｐ　3×1　　2日分本日昼食後より、開始となっています。
・神田　直樹様～4/14（土）10：00～17：00まで外出予定となっています。主治医より許可が出ています。

・佐々木　淳様～本日4/11スタッフ付き添いにて他科受診（奥寺消化器科）しています。本人より縫合箇所が気になり触れてしまうとの訴えあり、本日の受診にて全て抜糸しているとのことです。次回の受診日は4/13（金）となっており、消毒を行う予定となっています。ご家族が付き添えないとの事なので、スタッフ付添いとなります。また、食事形態は、本日の受診にてDrより粥→常食に戻してもよいとの許可が出ていますが、本人より傷にしみるため粥を継続したいとの希望があり、次回受診時まで粥を継続していきます。次回受診後、本人に常食に戻すかどうかを確認してください。

・大石　清志様～竹内PSWより、運転免許証の更新手続きの期間が5/10までとのことです（本人の誕生日は4/10のため）。年齢・疾患を踏まえ、主治医に確認したところ、ご家族が付き添えれば更新手続きをしてもよいとの許可が出ましたが、ご家族に確認したところ、付き添いは不可能とのことでした。再度主治医に確認し、スタッフが付き添えば更新手続きをしてもよいとのことでしたので、現在、岩手県にある更新手続きを受ける場所までの交通機関、金額等を竹内PSWが確認しています。本人は、男性スタッフの付き添いを希望されています。
・切明　茂雄様～本日4/11（水）10：00退院となっています。

・小坂　君子様～明日4/12（木）診察時、主治医にGAF点数を確認してください。

＜注目患者様ケース検討＞

・佐々木　淳様～本日、他科受診のため外出されていますが、外出時、小走り歩行みられ声掛け行っています。声掛けに対する不機嫌さはありませんが、行動に焦りや落ち着かなさがみられます。転倒リスクが高い患者様のため、引き続き、歩行状態の確認を行っていきましょう。また、創部についての訴えも確認していきましょう。

・向井　敦子様～同室者の独語・空笑を自分への悪口と捉えるなど、被害的な訴え聞かれています。また、昼頃は、乾燥機の使用順を他の患者様に抜かされる事があり、それを患者間のいじめと感じスタッフへ訴えてくることもありました。引き続き、訴えを傾聴すると共に、現実検討を促して行きましょう。

・大石　清志様～昨日、表情険しく他患者様に対し「調子悪いから来るな、話があれば自分から行くから」と話される事がありました。本日は、昨日と比べて表情の硬さ無く過ごされています。引き続き、精神状態に注意し、他者とのトラブルの無いよう観察を行っていきましょう。

＜安ヶ平Dr診察＞

・八森　正様～肛門部ピオクタニン消毒＋フランセチンパウダー7日分処置継続となっています。

・出河　攻様～セフジトレン(抗菌剤)（100）3T 3×1/7Tが継続処方されています。

＜心理報告＞

・小坂　君子様～本日4/11（水）午前、心理検査（WAIS-Ⅲ）を実施しています。検査を始める前、「隣人が大変な死に方をしたのを心に留めて検査を受けます」との妄想様発言聞かれています。また、昨日は3時間程度しか睡眠をとっていないことや、「お隣さんが自分を気にしているように感じる」や隣室から「『寝れない寝れない』との声が聞こえたからお隣さんも寝てないんじゃないかしら」との訴えが聞かれています。検査は、１時間程で疲れを訴え、本人希望で中止しています。次回4/13（金）9：00～今回の続きと風景構成法を実施する予定としています。本人も了承済みです。本日の検査についても、本人よりやる・やらないと実施について希望が二転三転することがありましたので、次回も観察を行っていきましょう。
＜転入患者様情報＞
小坂　君子様　(60)
 　　　　　　　　　　 　　　　　主病名：統合失調症

 　　　　　　　　　　 　　　　　主治医：川端Ｄｒ

 
部屋：４０号
受け持ち担当：相馬Ns・山田(益) 
＜入院に至る経過＞

平成23年5月20日に当院退院後は週に１回の外来通院をし、 週に２回～３回のデイケアを利用し経過されている。幻聴に 関する発言はあるが、幻聴と現実の判断はできていました。

 平成24年3月に幻聴が増え思考のまとまりがなくなっている為、薬物調整にて症状の改善を図る為、東Dユニットへ任意入院となっています。

 ＜入院後の経過＞

入院後は、表情穏やかで日課等は確認しながら行う事が出来ていました。幻聴、妄想はあり「エコーが・・・。」「顔の表面が萎縮している感じ。」「頭がトクン・トクンする。痛い。」等の訴えはありましたが、切迫した様子は見られていません。夜間の睡眠は中途覚醒あり、翌日の日課に遅れないか気になり眠れないと話しています。

現在、現在ジプレキサを減薬し薬物調整中です。引き続き、幻聴・症状再燃に注意が必要な状態です。4/3より作業・各プログラム導入となり、他者交流も適度にあり参加は出来ています。

＜転入後の経過＞

昨日4/9（火）14：30西病棟Aユニットへ転入となっており、表情穏やかにオリエンテーションに取り組まれています。

現在服薬調整中であることから、幻聴に左右された言動の変化について観察を行うと共に、症状出現時の対処方法に関するアドバイスと生活リズムの確立に向けた指導を行っていきます。

また、退院後の生活に向け、支援体制の調整を行っていきます。
＜備考＞

プログラム：導入

作業療法：導入

SST：導入
買い物カード：本人管理

